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　国立国会図書館関西館は、年々増加する資料の収
蔵スペースを長期的に確保する役割を担っています。
　今回、関西館第 2 期第 1 段階施設整備として、
令和 2 年 2 月 20 日に書庫棟が竣工しました。地上
7 階地下 1 階建てで、収蔵能力は約 500 万冊、書架
の総延長は約 161㎞にもなります。
　書庫棟の外観は、繊細かつ重厚感のある外装とす
ることで関西館本館との対比的な調和を図っていま
す。なお、側面のデザインは、閉じた本を並べたと
ころをイメージしています。



関西館書庫棟完成！

書庫棟の全貌は、
2020年7/8月号でお伝えします！
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Die Schweiz in Japan　 ―地図に載っていない「日本」

吉 井  伶 奈

国立国会図書館の蔵書から

　

ス
イ
ス
の
国
名
の
由
来
と
な
っ
た
シ
ュ
ヴ
ィ
ー

ツ
州
の
州
都
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
、
こ
の
人
口

１
万
５
千
人
ほ
ど
の
地
に
、「
日
本
国
皇
帝
」
が

い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

名
は
ヘ
ソ
ヌ
ソ
デ※

。「
日
本
人
劇
」

（Japanesenspiel

）
と
呼
ば
れ
る
喜
劇
の
登
場

人
物
で
す
。
日
本
人
劇
は
、
冬
の
謝
肉
祭
（
カ
ー

ニ
バ
ル
）
の
時
期
に
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
住
民
の
企

画
・
出
演
に
よ
り
催
さ
れ
る
野
外
劇
で
す
。
日
本

‐
ス
イ
ス
間
で
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
る
前

年
の
１
８
６
３
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
数
年

お
き
に
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
劇
で
は
、
シ
ュ

ヴ
ィ
ー
ツ
が「
江
戸
」と
化
し
、住
民
が「
日
本
人
」

と
な
っ
て”V

ivelum
 T

aikun! （
大
君
万
歳
！
）”

（
大
君
＝
も
と
も
と
は
将
軍
を
指
す
が
、
こ
こ
で

は
皇
帝
＝
天
皇
の
意
）
と
称
え
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
第
1
回
日
本
人
劇

（
１
８
６
３
年
）
の
台
本
で
す
。
当
館
で
は
、
そ

の
前
に
上
演
さ
れ
た
謝
肉
祭
劇
（
１
８
６
０
年
）、

第
２
回
日
本
人
劇
（
１
８
６
５
年
）
の
台
本
と
合

冊
し
た
も
の
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

標
題
紙
に
太
陽
を
模
し
た
よ
う
な
大
き
な
丸
い

顔
の
道
化
が
描
か
れ
て
お
り
、そ
の
足
元
に“

H
e-

so-nu-so-de!”

と
あ
り
ま
す
。
第
１
回
劇
中
に
は

ヘ
ソ
ヌ
ソ
デ
と
い
う
名
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
が
日
本
国
皇
帝
の
名
で
す
。H

e so nu so de

今 月 の 一 冊

Der Kongreß und die Moden, oder, Regulirung 
der Vergangenheit, Gegenwart und Zukunft am 
schmutzigen Donnerstag (16. Februar) 1860 in 
Schwyz : Stenographisches Protokoll
[A. Eberle und Söhne], [1860] 30 pages ; 20 cm
<請求記号 KS429-B2>

第 1 回日本人劇の標題紙。

※実際の発音はヘゾヌゾデに近い。
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は
日
本
語
の
「
へ
そ
」
や
「
袖
」
の
意
味
は
無
く
、

ス
イ
ス
の
方
言
で
す
。“Je nun denn”

の
意

で
、
日
本
語
に
す
る
と
「
ま
あ
ま
あ
と
こ
ろ
で
」、

“
Je nun, so sei es halt!”

の
意
と
す
る
文
献
も

あ
り
、
筆
者
の
感
覚
か
ら
す
る
と
「
う
ん
、
ま
あ

そ
う
し
て
お
く
ほ
か
な
い
な
！
」
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
母
音
で
終
わ
る
日
本
語
の
響
き

に
似
た
表
現
を
選
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
作

品
に
は
、
他
に
も-sa-ki

や-sui

な
ど
の
よ
う
に
、

語
尾
を
日
本
語
や
中
国
語
に
似
た
響
き
に
変
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
１
５
０
年
以
上
前
の
ス
イ
ス
の
山
岳
地
域

で
、
日
本
を
テ
ー
マ
と
し
た
劇
が
上
演
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
謝

肉
祭
の
性
質
と
、
当
時
の
日
本
と
の
交
渉
に
あ
り

ま
す
。

　

謝
肉
祭
は
、
数
日
間
に
わ
た
り
、
色
と
り
ど
り

の
衣
装
や
仮
面
を
身
に
ま
と
っ
た
人
々
の
パ
レ
ー

ド
や
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
、
無
礼
講
で
爆
発
的
な

お
祭
り
騒
ぎ
を
地
域
全
体
で
楽
し
む
も
の
で
す
。

ス
イ
ス
に
は
古
く
か
ら
謝
肉
祭
で
仮
装
劇
を
演
じ

る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
劇
の
題
材
に
は
、
日
頃

の
憂
さ
晴
ら
し
を
す
る
謝
肉
祭
の
仮
装
に
ふ
さ
わ

し
い
、
非
日
常
的
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
要
素
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
日
本
で

し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
時
計
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
ス
イ

ス
商
工
業
界
は
、
隣
接
諸
国
の
保
護
関
税
政
策
に

苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
新
た
な
販
路
を
求
め
る
ス

イ
ス
に
と
っ
て
、
開
国
し
た
ば
か
り
の
日
本
は
魅

力
的
な
市
場
に
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
１
８
５
９
年
に
日
本
に
通
商
使
節
が
派
遣

さ
れ
ま
し
た
が
、
期
待
に
反
し
て
交
渉
は
難
航

し
、
１
８
６
１
年
に
は
議
会
で
派
遣
旅
費
と
多
額

の
献
上
品
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
情
報
は

シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
市
民
の
耳
に
も
届
い
て
お
り
、
条

約
締
結
で
利
益
を
得
る
の
は
時
計
産
業
で
、
シ
ュ

ヴ
ィ
ー
ツ
の
よ
う
な
農
牧
地
域
は
関
係
が
な
い
こ

と
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
る
か
遠
い
異
国
の
日
本
と
の
交
渉
は
、
謝
肉

祭
劇
で
自
国
を
面
白
お
か
し
く
風
刺
す
る
の
に

う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
上
演
当
時
は

政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
外
交
使
節
は
ま
だ
日
本
に

上
陸
し
て
い
な
い
の
で
、
と
て
も
注
目
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
そ
れ
だ
け
に
想
像
が
ふ
く
ら
み
す
ぎ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

謝
肉
祭
ら
し
い
華
や
か
な
仮
装
で
出
演
者
が
街

を
練
り
歩
い
て
舞
台
に
着
き
、
物
語
は
始
ま
り
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帰
り
の
日
本
使
節
、
ス
イ
ス
使

節
な
ど
が
、
ス
イ
ス
や
周
辺
国
に
つ
い
て
批
判
し

ま
す
。
ス
イ
ス
使
節
が
皇
帝
に
献
上
品
を
差
し
出

す
場
面
で
は
、
無
価
値
の
株
券
や
動
か
な
い
時
計

な
ど
役
に
立
た
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、

皇
帝
の
逆
鱗
に
触
れ
、
処
刑
を
宣
告
さ
れ
ま
す
。
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1865 年の第 2回日本人劇「チューリヒ人とウーリ人のシュヴィーツ謝肉祭詣での旅（Der Zürcher ＆ Urner 
Fastnachtsfahrt nach Schwyz im Jahre 1486）」では、15世紀頃のスイスの歴史、様々なツンフト（同業者組合）、
当時のゴッタルド峠トンネル計画などがとりあげられている。巻末に添えられた横長の絵から、仮装の様子を
想像できる。

①

②

⑤

③ ④

⑥

第1回日本人劇の脚本。第1幕冒頭。皇帝夫妻、各国（イタリア、フランス、イングランド、プロイ
セン、マダガスカル）の使節とシュヴィーツの大使が姿を現す。独自の日本国歌が演奏され、日本
のスフィンクスへの敬礼の後、通訳（Dollmetscher）と国家油差し役人（Staats-Oeler）の会話が
始まる。油は賄賂の暗喩である。Taikun は江戸時代に外国に対して用いられた徳川将軍の称号だ
が、ここでは皇帝・天皇を意味する。また、本来は中国清朝の高級官吏を指すMandarin（ここでは
Mandarinen）が日本皇帝の臣下として登場するといった混同もみられる。

①Taikun　大君
②Jeddo　江戸
③④ Her-ren-sa-ki, Strähli-kun
シュヴィーツの街路名を日本語に似た響
きに変えている。
⑤ japanesische Nationallied　日本国歌
⑥ Sphinx Japan's　日本のスフィンクス
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し
か
し
、
刑
執
行
の
直
前
、
突
如
ス
イ
ス
の
音
楽

と
ヨ
ー
デ
ル
の
歌
声
が
響
き
渡
り
、
ス
イ
ス
農
民

が
行
進
し
て
き
ま
す
。
皇
帝
国
家
日
本
は
民
主
主

義
国
家
と
な
り
、
日
本
の
都
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
は
ス

イ
ス
連
邦
首
都
に
昇
格
、
皇
帝
は
ス
イ
ス
市
民
権

を
求
め
、
ス
イ
ス
へ
の
万
歳
の
う
ち
に
劇
は
締
め

く
く
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
荒
唐
無
稽
な
筋
立
て
の
第
１
回
公
演
が
好

評
を
博
し
た
の
で
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
で
は
定
期
的

に
日
本
人
劇
を
開
催
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て

「
日
本
人
協
会
（Japanesengesellschaft

）」
を

設
立
し
ま
し
た
。そ
の
会
長
を
ヘ
ソ
ヌ
ソ
デ
と
し
、

以
降
現
在
に
至
る
ま
で
数
年
お
き
に
上
演
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
２
回
公
演
以
降
は
、
日
本
を
テ
ー
マ

に
し
た
話
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
の
歴
史
や
伝
説
と

現
在
の
ス
イ
ス
の
状
況
に
主
軸
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
劇
中
劇
に
近
い
構
成
を
と
り
、
日
本
国
皇
帝

は
劇
を
奉
納
さ
れ
る
、
人
々
を
行
進
に
導
く
司
会

者
に
似
た
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
か
の
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
第
１
回
作
品
か
ら
日
本
ら
し
さ
は
あ
ま
り
見

ら
れ
ず
、
名
称
や
衣
装
に
中
国
と
の
混
同
も
見
ら

れ
ま
す
。
日
本
を
茶
化
す
意
味
も
、
国
際
親
善
の

意
味
合
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。一
貫
し
て
い
る
の
は
、

ス
イ
ス
発
祥
の
地
と
し
て
の
誇
り
と
郷
土
愛
で

す
。
時
代
の
急
速
な
変
化
を
嫌
い
、
現
状
を
批
判

し
な
が
ら
も
、
古
き
良
き
伝
統
を
称
え
継
承
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
日
本
人
劇
に
見
て
と

れ
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
な
い
、
ス

イ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ

の
人
々
は
保
守
的
な
観
点
か
ら
見
出
そ
う
と
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
作
者
も
演
者
も

全
て
素
人
で
、
そ
の
年
限
り
の
上
演
と
な
る
劇
を

現
在
ま
で
作
り
続
け
て
き
た
一
番
の
原
動
力
は
、

劇
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
で
し
ょ
う
。
そ
の
楽
し
さ

の
き
っ
か
け
が
、
日
本
と
の
外
交
交
渉
だ
っ
た
縁

に
さ
さ
や
か
な
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ア
ル

プ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
も
う
一
つ
の
「
日
本
」

が
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

○参考文献
T.インモース 著、尾崎賢治 編訳『変わらざる民族　演劇・東と西』南窓社 , 
1972<請求記号 KD412-9>
宮下啓三 著『スイス・アルプス風土記』（白水叢書20）白水社　1977<請求
記号 GG475-38>
Weibel , Viktor. Hesonusode : Theater, Geschichte und Fasnachtskultur : 150 
Jahre Japanesengesellschaft Schwyz. Triner, c2006<請求記号 GG475-B7>
宮下啓三「謝肉祭劇「日本のスイス」　中央スイスの民衆劇と日本のテーマ」

『慶応義塾大学言語文化研究所紀要』（通号 5）　1973.12<請求記号 Z12-
220>
宮下啓三「「日本人劇」の誕生と伝統　中央スイスの謝肉祭劇についての報
告」『教養論叢』（通号 96）　1994.3<請求記号 Z22-194>
宮下啓三「日本国を舞台にしたスイス人たちの劇　スイス・アルプス地域
の謝肉祭行事とその歴史」『帝京国際文化』（20）　2007.2<請求記号 Z22-
1546>
中井昌夫 著『初期日本＝スイス関係史　スイス連邦文書館の幕末日本貿易
史料』風間書房　1971<請求記号 GB383-10>
U.イム・ホーフ 著、森田安一 監訳『スイスの歴史　歴史・民族・文明』（刀
水歴史全書 43）刀水書房　1997<請求記号 GG475-G10>

第 3 幕後半。ピクニックで目隠し鬼ごっこの鬼に指名されたシュヴィーツ大使
が、鬼ごっこ中の侮辱に耐えかねて、方言丸出しで叫ぶ。

「ふるさとが一番良えだ !」

第 3 幕前半。ヨーロッパから戻った日本使節が「スイスに住む人間たちの正
体は、熊とライオンと山羊で、互いに吼えあっている」とスイスを批判する。
熊とライオンと山羊は各州の旗を指す。
下には “Vivelum Taikun! （大君万歳！）”のセリフも。

日本人 劇 の 全 景（2013 年2 月）。 村の 教 会 Pfarrkirche St. Martin 
Schwyz の前に大きな舞台が組まれ、約200人が出演した。

https://www.swissinfo.ch/jpn
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画
面
い
っ
ぱ
い
に
人
が
ひ
し
め
い
て
い

る
。
ア
ス
テ
カ
の
時
代
か
ら
近
代
に
い
た
る

ま
で
の
流
れ
の
中
に
、
人
々
の
歴
史
が
様
々

に
表
さ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
国

立
宮
殿
に
描
か
れ
た
20
世
紀
メ
キ
シ
コ
を
代

表
す
る
画
家
デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ベ
ラ（
１
８
８
６

‐
１
９
５
７
）
の
壁
画
「
メ
キ
シ
コ
の
歴
史:

征
服
か
ら
未
来
へ
」
で
あ
る
。

　

リ
ベ
ラ
は
壁
画
運
動
の
画
家
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
壁
画
運
動
と
は
１
９
２
０
年
代

以
降
の
メ
キ
シ
コ
で
、
先
住
民
時
代
か
ら
植

民
地
時
代
を
経
て
革
命
に
至
る
ま
で
の
歴
史

を
、
文
字
の
読
め
な
い
人
も
含
め
て
多
く
の

人
に
伝
え
る
た
め
に
、
ま
た
革
命
後
の
民
族

主
義
的
精
神
の
高
揚
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
を
芸
術
に
よ
っ
て
進
め
よ
う
と
し
て

起
こ
っ
た
運
動
で
あ
る
。

　

リ
ベ
ラ
た
ち
の
壁
画
運
動
の
時
代
か
ら
一

世
紀
近
く
を
経
た
２
０
１
７
年
10
月
、
埼
玉

県
立
近
代
美
術
館
と
メ
キ
シ
コ
文
化
省
・
メ

キ
シ
コ
国
立
芸
術
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ａ
）
と
の
共

同
主
催
で
展
覧
会
「
デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ベ
ラ
の

時
代　

メ
キ
シ
コ
の
夢
と
と
も
に
」
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

よ
う
に
、
リ
ベ
ラ
の
画
家
人
生
の
中
で
制
作

さ
れ
た
多
様
な
ス
タ
イ
ル
の
作
品
を
、
彼
と

同
時
代
に
生
き
た
芸
術
家
の
作
品
と
と
も
に

た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
壁
画
運
動
で
リ
ベ

ラ
と
並
ん
で
知
ら
れ
る
ダ
ビ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ

ロ
・
シ
ケ
イ
ロ
ス
や
ホ
セ
・
ク
レ
メ
ン
テ
・

オ
ロ
ス
コ
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ
ベ

ラ
と
は
別
の
潮
流
に
あ
っ
た
同
時
代
の
画
家

や
芸
術
運
動
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ベ
ラ
の
若
い
時
代
の
作
品
を
紹
介
し
た

部
分
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
て
い
た

時
期
の
、
印
象
派
な
ど
西
洋
近
代
絵
画
の
諸

様
式
や
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
等
に
影
響
を
受
け
た

時
期
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ
（
藤
田
嗣
治
）

や
北
川
民
次
ら
リ
ベ
ラ
と
親
交
の
あ
っ
た
日

本
の
芸
術
家
た
ち
の
作
品
も
展
示
す
る
こ
と

で
、
日
本
と
の
接
点
も
示
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

　

展
覧
会
の
内
容
を
記
録
し
た
図
録
で
は
、

展
覧
会
の
構
成
に
沿
っ
て
本
文
部
分
が
８
章

に
分
か
れ
て
お
り
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
国
立

宮
殿
の
壁
画
を
含
む
、
展
覧
会
に
は
出
品
さ

れ
て
い
な
い
作
品
も
参
考
図
版
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
る
。
特
に
、
壁
画
作
品
の
図
版
は

見
開
き
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も

多
く
、
細
部
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
や
人
々

の
表
情
ま
で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
巻
頭
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
論
稿
の
他
、
巻

末
資
料
と
し
て
リ
ベ
ラ
の
年
譜
や
出
品
作
家

の
略
歴
紹
介
、
出
品
リ
ス
ト
と
作
品
解
説
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。  

　

展
覧
会
お
よ
び
図
録
の
終
章
に
あ
た
る
第

８
章
で
は
民
族
主
義
的
な
も
の
と
は
異
な
る

「
普
遍
的
な
も
の
」「
多
様
な
も
の
」
を
探
求

し
た
メ
キ
シ
コ
美
術
の
様
々
な
作
品
を
扱
う

こ
と
で
、
リ
ベ
ラ
自
身
が
「
メ
キ
シ
コ
の
固

有
の
も
の
」
を
芸
術
と
い
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
な
言
語
」
で
外
部
に
語
り
か
け
て
い
た
点

を
示
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。 

　

日
本
国
内
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
が
ら
普

段
あ
ま
り
多
く
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
メ
キ

シ
コ
美
術
の
様
々
な
側
面
に
光
が
当
て
ら
れ

て
お
り
、
革
命
等
を
経
て
変
化
し
て
い
っ
た

時
代
の
メ
キ
シ
コ
の
一
面
と
、
そ
の
時
代
の

メ
キ
シ
コ
美
術
と
日
本
と
の
関
わ
り
を
も
知

る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
で
あ
る
。

（
中
村 

穂ほ
の
か佳
）

ディエゴ・リベラの時代
Diego Rivera and His Contemporaries
メキシコの夢とともに

埼玉県立近代美術館 編集・発行
大溝裕（Glanz） デザイン
2017.11　223p　26cm
<請求記号　KC16-L3082>
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国会会議録検索システム、
日本法令索引のリニューアル

　国立国会図書館は、衆議院・参議院と共同で、国会の会議録
を検索できる国会会議録検索システムを平成 11（1999）年から
提供しています。また、国立国会図書館法第 8条に基づいて法
律の索引を編纂

さん

しており、平成 16（2004）年にインターネット
で日本法令索引という検索サービスを開始しました。
　これに明治時代から始まる帝国議会の会議録や法令に関する
情報を加え、国立国会図書館では、国会発生情報に関連する 4
つのデータベースを提供しています。
　この度、これらのデータベースを全面的にリニューアルしま
した。ここでは、国会会議録検索システムと日本法令索引を中
心に、データベースの概要と、基本的な使い方を紹介します。

（調査及び立法考査局　議会官庁資料課）

https://kokkai.ndl.go.jp/

https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/

https://hourei.ndl.go.jp/

https://dajokan.ndl.go.jp/

カレンダーやリストから選べる

スマートフォン、
タブレット
にも対応

Renewal!

そのほか、読み上げソフト対応、検索結果の上限撤廃なども実現しました。

トップページからキーワード検索

https://kokkai.ndl.go.jp/
https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/
https://dajokan.ndl.go.jp/
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慶応 3年
[1867]

明治23年
[1890]

昭和 22年
[1947]

現在明治19年
[1886]

大政奉還 公文式施行 大日本帝国憲法施行
帝国議会開設

日本国憲法施行
国会開設

４つのデータベースの収録時期

日本の法令索引

　日本法令索引は、国会や帝国議会で成立した法律、行政機関が定
めた政令・省令などの「法令」について、その名称や法令番号、公
布された年月日などから検索できるようにしたデータベースです。
リンクをたどれば、法令の本文を参照することもできるようにして
います。
　さらに、国会会議録や帝国議会会議録と連動して、法律案につい
てどのような議論が行われたのかを知ることもできます。なお、明
治19（1886）年 2月に公

こうぶんしき

文式※が施行される前の古い法令の情報は、
日本法令索引〔明治前期編〕で調べることができます。
※明治19年勅令第１号。法令、勅令、閣令、省令などの法令の形式や、公布の方法を定めました。

国会と帝国議会の会議録

　国会会議録検索システムと帝国議会会議録検索システムは、国会や帝国
議会の本会議や委員会において国会議員や大臣などが行った質問や答弁
を発言内容や発言者名などから検索できるようにしたデータベースです。

　会議録のPDFファイルを収録してい
るほか、戦後に開かれた帝国議会（昭
和 20（1945）年 9月開会の第 88回～
昭和 22（1947）年 3月閉会の第 92回）
と、昭和 22（1947）年 5月に開かれた
第 1回国会以降の会議録は、テキスト
データで読むこともできます。

国会での審議がわかる！

法令のいろいろな情報がわかる！

何ができるシステム？

日本法令索引
〔明治前期編〕

国会会議録検索システム帝国議会会議録検索システム

日本法令索引
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検索してみる：国会会議録検索システム

発言のほか、会議の名称、発言
者の氏名など、幅広くキーワードで
検索できます。

発言者をリストから選べます。

発言者を限定して検索できます。

①キーワードで検索

②詳しい条件で検索

③日付や回次で特定

回次を入力できます。

★（上級者向け）検索式を使うこともできます。詳しくは「ヘ
ルプ（使い方ガイド）」4. 検索機能の詳細をご覧ください。

NEW!

今回追加されたもの

会議名を限定して検索します。
発言者と同様、リストからも選べま
す。

発言などに含まれている語を検索できます。

回次を指定すると院・会議名が選べます。
日付を指定せずに回次だけを入力した場合
は、会議録の号数も選べます。目次・索引・
附録・追録も選べます。

カレンダーで日付を指定できます。
日付を指定すると、対応する回次が右側に自動
的に入ります。

会議録の発言部分のあと（「末尾部分」と呼ばれます）に
掲載されている法律案と条約の本文、投票者氏名、質問主
意書・答弁書などを、新たに検索できるようにしました※。

Renewal!

https://kokkai.ndl.go.jp/

※令和 2年 2月時点で検索できるのは第 191回国会（平成 28（2016）年 8月）
以降の分ですが、今後、検索できる範囲を広げていきます。

https://kokkai.ndl.go.jp/
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検索結果一覧

テキスト表示

 PDF 表示

テキスト形式で会議録を閲覧できます。

印刷された会議録（PDF形式）の画像で会議録を閲覧できます。

NEW!
発言者名をクリックすると、右側に発言を表示します。

発言者の情報（所属会派など）を表示します。

表示されている発言のリンク用
URLを表示します。

NEW!
該当箇所一覧をクリックする
と、スニペット表示されます。
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検索してみる：日本法令索引

①キーワードで検索

②詳しい条件で検索

検索結果一覧

NEW!

法律案に付された附帯決議や趣旨
説明などの審議経過を指定して検
索できます。

NEW!

法令名のほか、法令番号、発令
機関などを対象に検索することが
できます。

「法令検索」「法律案・条約承
認案件検索」への切り替えがで
きます。

法令形式のリストから
選べます。

カレンダーで日付を指定できます。

★（上級者向け）検索式を使うこともできます。詳しくは「ヘ
ルプ（使い方ガイド）」4. 検索機能の詳細をご覧ください。

https://hourei.ndl.go.jp/

https://hourei.ndl.go.jp/
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詳細画面

国会会議録検索システムへ

会議録全文のテキスト、画像が掲載されています。

法令本文へ

国立国会図書館デジタルコレクション、国立公
文書館デジタルアーカイブ、総務省の e-Gov
法令検索などの法令本文を参照できます。

今回追加されたもの

法令沿革（改正年月日
など）が表示されます。

議員提出法案の提出者となった全ての議員の名前を新たに登録しました。数百人
が一緒に提出した法律案もありますが、全員の名前を確認できます。
また、法律や条約承認案件の成立・承認年月日も検索できるようになりました。

Renewal!

法令本文を参照できます。

趣旨説明、質疑、採決など審議経過
の一覧が表示されます。



祝日とか
ハッピーマンデーって
確か法律で決まって

たっけ。

「法律」「調べる」
で調べ方案内が

ヒットした。
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「ねぇ、お父さん！
成人の日って、

なんで毎年
月曜日なの？」

子どもの
「なんで」に
答えるために、

法律をもう少し詳しく
調べたいな。

リサーチ・ナビ「日本の法令の調べ方」
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/--201406.php

成人の日はなぜ月曜日？

身近な疑問、どうしても知りたいこと。

国立国会図書館を使っていろいろ調べてみよう！

ある人が国立国会図書館の
インターネットサービスで調べてみた②

https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/--201406.php


この法律、
国会ではどう説明
してるんだろう。

渋滞緩和や
経済効果を期待して
連休にしたんだ！

日本法令索引で
ハッピーマンデーを

検索してみる。
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ハッピーマンデー法って
通称なんだ。

会議録を読むと、平成 10 年に改正して、
平成 12 年から始まったんだ。

体育の日といっしょに決まったんだね。

調べてくれてありがとう～

https://hourei.ndl.go.jp/

「国民の祝日に関する法律の一部を
改正する法律」っていうんだ。

20 年以上も前の
法律なんだニャ

この法律を国会で審議したときの会議録が
出てきた。

https://hourei.ndl.go.jp/


学校の先生に、
国会の会議録が
読めるサイトを

教えてもらった。
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18 歳になった！
投票用紙が送られてきた！

だけど、
成人式は 20 歳なんだって。

僕たちが積極的に社会
参加できるよう、

18 歳を大人として扱うことに
なったと聞いたけど、なんで

成人式は違うんだろう？

成人式は20歳？



教わったとおり
「十八歳　成人式」で

検索してみる。
（数字は漢字で！）

国会での質疑が
たくさん出てきた。

成人式の参加年齢は
市町村でこれから

検討するのか。
もう少し調べてみよう。
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「発言URL表示」で友達

と発言内容をシェアする

こともできるニャン♪

発言内容がテキストで表示される。
左のメニューで発言者の選択も可能。

詳細検索の検索語欄に「十八歳　成人式」と
入れて検索。検索結果一覧でテキスト表示を
選択する。

成人式はまだでも、

大人なんだから投票に行くぞ！

18 歳にすると大学受験と
重なって大変なんだ

国会会議録　https://kokkai.ndl.go.jp/

（絵：根
ね ご ろ

来 南）

https://kokkai.ndl.go.jp/


　

国
立
国
会
図
書
館
の
古
典
籍
資
料
室
で

は
、
江
戸
時
代
以
前
の
和
古
書
、
清
代
以

前
の
漢
籍
な
ど
約
28
万
冊
の
資
料（
以
下
、

「
古
典
籍
」
と
呼
び
ま
す
）
を
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
担
当
す
る
人
文
課
古
典
籍
係
で

は
、「
資
料
収
集
方
針
書
」
に
基
づ
い
て

収
集
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
た
古
典

籍
を
整
理
し
ま
す
。
こ
こ
で
の
「
整
理
」

と
は
、
利
用
者
が
そ
の
資
料
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
書
名
、
著
者
名
、
出
版
者
な

ど
を
特
定
し
、
書
誌
事
項
を
国
立
国
会
図

書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
に
登
録
す
る
作
業
を
指

し
ま
す
。
古
典
籍
は
新
し
く
て
も
１
５
０

年
前
、
古
い
も
の
で
は
千
年
前
と
い
っ
た

資
料
群
な
の
で
、
現
代
の
本
と
は
異
な
る

点
が
多
く
、
整
理
作
業
に
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。今
回
は
、『
孔
子
聖
蹟
之
図
』

と
い
う
書
物
を
例
に
、
整
理
の
た
め
の
調

査
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
の
２
系
統　

　

今
回
取
り
上
げ
る
『
孔
子
聖
蹟
之
図
』

は
、
中
国
の
明
時
代
の
書
物
を
元
に
日
本

で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
孔
子
聖
蹟

図
」
と
呼
ば
れ
る
孔
子
の
生
涯
で
有
名
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ
か
選
び
、
漢
詩
・

文
章
と
と
も
に
挿
絵
で
紹
介
し
て
い
ま
す

（
次
ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

こ
の
『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
に
は
、
本
文

は
同
じ
で
す
が
、
寛
永
７
（
１
６
３
０
）

年
の
刊
記
（
出
版
年
月
、出
版
地
、出

版
者
名
な
ど
を
示
し
た
表
記
）
が

あ
る
も
の
（
以
下
「
寛
永
７
年
版
」）
と
、

な
い
も
の
（
以
下
「
無
刊
記
版
」）
の
2

種
類
の
刊
本
が
存
在
し
ま
す
。
ど
ち
ら
に

も
初
代
薩
摩
藩
主
、
島
津
家
久
（
忠
恒　
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『
孔
子
聖
蹟
之
図
』の
書
誌
的
調
査

　

―
刊
行
年
を
特
定
せ
よ
！

豊
田
さ
お
り



１
５
７
６
‐
１
６
３
８
）
に
よ
る
慶
長
13

（
１
６
０
８
）
年
の
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
島
津
家
の
私
家
版
と
し
て
無
刊
記
版

が
作
ら
れ
、
後
に
刊
記
を
加
え
た
寛
永
７

年
版
が
民
間
で
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
家
久
（
忠
恒
）
の

序
は
刊
行
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
の
元
に
な
っ
た
屏
風（

１
）を

高
野
山
に
寄
進
し
た
時
の
文
章
で
す
。
つ

ま
り
、
無
刊
記
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、

屏
風
が
寄
進
さ
れ
た
慶
長
13
年
か
ら
、
刊

記
を
加
え
た
版
が
刊
行
さ
れ
た
寛
永
７
年

ま
で
の
間
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
正
確
な
時
期
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
（
上
図
参
照
）。

諸
本
の
調
査

　

当
館
所
蔵
の
『
孔
子
聖
蹟
之
図
』（
以
下

「
当
館
本
」）
に
は
刊
記
が
な
く
、
無
刊
記

版
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
寛
永
７

年
版
の
刊
記
部
分
が
失
わ
れ
た
も
の
と
い

う
可
能
性
も
、
こ
の
段
階
で
は
排
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
果
た
し
て
当
館
本

は
ど
ち
ら
な
の
か
？　

そ
こ
で
、
他
機
関

が
所
蔵
す
る
無
刊
記
版
、
寛
永
７
年
版
と

の
比
較
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

無
刊
記
版
と
寛
永
７
年
版
の
相
違
点

は
、
刊
記
の
有
無
の
ほ
か
、
版
心
（
本
を

二
つ
折
り
し
た
折
り
目
に
あ
た
る
部
分
）
の
違

い（
２
）が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本

文
に
つ
い
て
は
、
版
木
を
全
て
彫
り
直
し

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
版
木
は
ま
る
ご

と
再
利
用
し
て
最
後
に
刊
記
を
加
え
た
だ

け
な
の
か
、
既
存
の
研
究
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
文
を
詳
細
に
比
較

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
無
刊
記
版

の
諸
本
と
比
較
し
、
当
館
本
が
同
じ
版
か

ど
う
か
判
断
し
た
上
で
、
寛
永
７
年
版
と

本
文
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

無
刊
記
版
は
、
当
館
本
の
ほ
か
に
、
東

洋
文
庫
所
蔵
本（

３
）と
九
州
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
本（

４
）の
２
本
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
原
本
を
閲
覧
し
、
版

木
の
枠
の
欠
け
て
い
る
箇
所
や
特
徴
的
な

字
体
な
ど
が
当
館
本
と
一
致
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
印
刷
の
状
態
に
著
し
い

違
い
も
な
い
た
め
、
無
刊
記
版
の
３
本
は

お
お
む
ね
同
時
期
に
刷
ら
れ
た
と
推
定
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
寛
永
７
年
版
の
調
査
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
国
立

公
文
書
館
所
蔵
本（

５
）を
当
館
本
と
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
予
想
外
の
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
無
刊
記
版
と
寛
永
７
年
版
は
、
全
て

彫
り
直
し
た
わ
け
で
も
刊
記
を
加
え
た
だ

け
で
も
な
く
、
彫
り
直
し
た
版
木
と
そ
の

ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
版
木
が
混
在
し
て
い

た
の
で
す
。

孔子聖蹟図
　「孔子聖蹟図」とは聖人孔子（春秋時代　前 552/ 前 551- 前 479）の事

蹟を描いた図という意味です。『論語』『史記』『孔子家語』などから採っ

た文章に、孔子を讃える漢詩と、対応する場面の挿絵が付きます。中国

では大人向けのものではないと知識人には重視されなかったようです

が、ビジュアルで伝える分かりやすさから、明清時代に流行し、さらに

は日本・朝鮮などにも伝わって、東アジアに儒教の教えを広める一助に

なりました。『孔子聖蹟之図』も、明代の書物の構成そのままに日本で作

られたものですが、元になった書物は中国に現存していません。

　儒教の祖として、東アジアに大きな影響を与えてきた孔子ですが、実

はその生涯は苦難の連続でした。諸国で登用されても讒
ざんげん

言によって追わ

れたり、主君の行いに怒って自ら去ったり。「孔子聖蹟図」には、車に乗っ

て旅する孔子の絵がよく出てきます。また、情けない表情もしばしば登

場します。

　下の左図は流浪の旅の途中、通りすがりの人に「喪家（忌中の家）の

犬のようにやつれている」

と評されてしまった孔子、

右図は死んだ麟（架空の

動物）を見て世の乱れや

自らの死を悟る孔子です。

中国の原本

島 津 忠 良（ 家 久（ 忠
恒）の曾祖父）の屏風

家久（忠恒）の屏風

慶長13年に高野山へ

私家版（無刊記版）

寛永7年版

模写

模写して本に

新しいバージョン

模写して屏風に

現在の研究による
『孔子聖蹟之図』の系譜
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図
版
の
比
較

　

ま
ず
、
彫
り
直
し
た
版
木
の
例
を
挙
げ

ま
す
。図
１
‐
１
は
当
館
本（
無
刊
記
版
）、

図
１
‐
２
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
（
寛

永
７
年
版
）
で
す
。
孔
子
が
磬け

い

と
い
う
打

楽
器
を
鳴
ら
し
て
い
る
時
に
、
も
っ
こ
担

ぎ
の
男
が
外
を
通
り
か
か
り
、
音
が
無
心

で
な
い
と
批
判
す
る
様
子
を
描
い
た
図
で

す
。
左
側
の
図
を
比
較
す
る
と
、
右
端
の

波
し
ぶ
き
の
個
数
が
図
１
‐
１
と
図
１
‐

２
で
異
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
下
の
地
面
に
引
か
れ
た
平
行
線
の
長

さ
も
違
い
ま
す
。
人
物
の
顔
を
比
較
す
る

と
よ
り
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
、
印
刷
の
際
の

か
す
れ
等
で
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
版

木
を
彫
り
直
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

次
に
、
同
一
と
思
わ
れ
る
版
木
の
例
を

挙
げ
ま
す
。
図
２
‐
１
と
図
２
‐
２
は
孔

子
が
若
い
頃
、
穀
物
倉
庫
の
管
理
を
し
て

評
判
を
得
た
時
の
図
で
す
。
右
側
の
図
は

地
面
の
平
行
線
の
長
さ
な
ど
か
ら
異
な
る

版
木
と
判
断
で
き
ま
す
が
、左
側
の
図
は
、

版
木
の
枠
の
欠
損
や
倉
庫
の
壁
の
輪
郭
線

の
歪
み
が
一
致
し
て
お
り
、
同
一
の
版
木

と
思
わ
れ
ま
す
。

1 適衛撃磬図

1-1 当館本（無刊記版）

1-2 国立公文書館所蔵本

（寛永7年版）
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2 職司委吏図

2-1 当館本（無刊記版）

2-2 国立公文書館所蔵本（寛永7年版）
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3 在斉聞韶図

　

図
３
‐
１
と
図
３
‐
２
は
孔
子
が
古
く

か
ら
伝
わ
る
韶し

ょ
うと
い
う
音
楽
を
鑑
賞
し
て

い
る
図
、
図
４
‐
１
と
図
４
‐
２
は
孔
子

が
晏あ

ん
え
い嬰
と
い
う
人
物
の
反
対
に
よ
っ
て
仕

官
が
か
な
わ
ず
、
斉
国
を
去
っ
て
い
く
図

で
す
。
相
違
が
生
じ
や
す
い
人
物
の
顔
や

地
面
の
平
行
線
の
長
さ
も
非
常
に
似
通
っ

て
お
り
、同
版
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、

当
館
本
（
図
３
‐
１
と
図
４
‐
１
）
に

は
、
右
側
の
図
の
中
央
付
近
に
線
状
の
傷

が
走
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

3-1 当館本（無刊記版）

3-2 国立公文書館所蔵本（寛永7年版）
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4 晏嬰阻封図

4-1 当館本（無刊記版）

4-2 国立公文書館所蔵本（寛永7年版）
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文
章
の
比
較

　
前
段
の
疑
問
は
い
っ
た
ん
置
い
て
、
今
度

は
文
章
に
注
目
し
て
み
ま
す
。文
章
部
分
も
、

字
体
な
ど
の
比
較
に
よ
り
、
同
じ
版
木
と
異

な
る
版
木
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
異
な
る
版
木
を
い
く
つ
か
比

較
し
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
冒
頭
の
序
文
で
す
（
図
５
‐

１
、
図
５
‐
２
）。
後
ろ
か
ら
３
行
目
、

上
か
ら
２
文
字
目
の
文
字
は
、
図
５
‐
１

で
は
明
ら
か
に
「
異
」
で
す
が
、
図
５
‐

２
の
「
異
」
の
字
の
上
に
は
、
線
が
か
す

か
に
見
え
ま
す
。
こ
の
部
分
は
「
こ
の
図

（
孔
子
聖
蹟
之
図
）
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
聖
道
（
儒
教
の
教
え
）
が
伝
え
ら

れ
る
こ
と
を
願
う
」と
い
う
意
味
な
の
で
、

本
来
「
異
」
の
文
字
は
「
冀
」（
こ
い
ね

が
う
）
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
図

５
‐
２
の
文
字
は
「
冀
」
の
上
部
が
不
鮮

明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

図
６
‐
１
の
４
行
目
中
ほ
ど
、「
西
」

に
付
け
ら
れ
た
送
り
仮
名
は
当
初
「
ノ
ニ

カ
」
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
図
６

‐
２
を
見
る
と「
ノ
方
」と
読
め
ま
す
。「
西

方
の
趙
簡
子
に
会
お
う
と
す
る
が
黄
河
に

至
っ
て
引
き
返
す
」
と
い
う
文
意
か
ら
、

図
６
‐
２
の
「
ノ
方
」
が
正
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

も
う
一
例
、
図
７
‐
１
で
は
「
王
フ
」

と
読
め
る
送
り
仮
名
が
、
図
７
‐
２
で
は

5

5-1 当館本（無刊記版）

6-1 当館本（無刊記版）

5-2 国立公文書館所蔵本（寛永7年版）

6-2 国立公文書館所蔵本（寛永7年版）

6

序文
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「
玉
フ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も「
祀

り
給
う（
た
ま
う
）」と
い
う
意
味
な
の
で
、

図
７
‐
２
が
正
し
い
よ
う
で
す
。

刊
行
時
期
が
逆
？

　

文
章
の
比
較
か
ら
、
当
館
本
（
無
刊
記

版
＝
慶
長
13
（
１
６
０
８
）
年
か
ら
寛
永

７
（
１
６
３
０
）
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た

と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
）
よ
り
も
国
立

公
文
書
館
所
蔵
本
（
寛
永
７
年
版
）
の
方

が
、
よ
り
正
し
い
文
章
だ
と
言
え
ま
す
。

無
刊
記
版
の
後
に
寛
永
７
年
版
が
制
作

さ
れ
た
と
い
う
従
来
の
説
に
当
て
は
め
る

と
、
無
刊
記
版
の
誤
り
を
寛
永
７
年
版
で

修
正
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
無
刊
記
版
は
島
津
家
の
私
家
版
と

さ
れ
、
訓
点
は
島
津
家
と
関
わ
り
の
深
い

学
僧
文ぶ

ん
し之
玄げ
ん
し
ょ
う
昌
（
１
５
５
５
‐
１
６
２
０
）

の
手
に
よ
る
と
す
る
研
究
も
あ
り
ま
す（

６
）。

そ
の
よ
う
な
特
別
な
刊
行
物
に
稚
拙
な
誤

り
が
多
い
の
は
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
刊
行
順
序
と
は

逆
に
、文
章
の
正
し
い
寛
永
７
年
版
が
先
、

無
刊
記
版
が
後
、
と
い
う
可
能
性
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
無
刊
記
版
の
文
章
の
誤
り

は
、
版
木
を
作
り
直
す
際
に
、
漢
文
の
知

識
の
乏
し
い
職
人
が
、
版
下
の
文
字
を
読

み
誤
っ
て
彫
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
想
像
で

き
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
同
一
と
思
わ
れ
る
版
木
に
走

る
傷
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
寛
永
７

年
版
が
刷
ら
れ
て
か
ら
無
刊
記
版
の
印
刷

ま
で
時
間
が
経
っ
た
た
め
、
版
木
が
割
れ

て
傷
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、

寛
永
７
年
版
の
刊
行
か
ら
あ
る
程
度
の
時

間
が
経
過
し
た
後
、
傷
み
の
激
し
い
一
部

の
版
木
は
ま
る
ご
と
彫
り
直
し
、
比
較
的

傷
ん
で
い
な
い
版
木
は
そ
の
ま
ま
使
っ

て
、
無
刊
記
版
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
従
来
の
説
と
は
逆

な
の
で
す
。

残
る
課
題

　

し
か
し
、
刊
行
年
を
特
定
す
る
に
は
材

料
が
足
り
ま
せ
ん
。
当
館
本
は
ひ
と
ま
ず

「
江
戸
前
期
」
と
の
み
推
定
し
て
整
理
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵

本
の
原
本
と
、
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
本
（
下
巻
の
み
）
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

を
調
査
す
る
の
み
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

が
、寛
永
７
年
版
の
伝
本
は
比
較
的
多
く
、

表
紙
の
種
類
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
寛
永
７
年
版
の
中
で
も
版
面
に
違

い
は
な
い
か
、
詳
細
な
調
査
を
さ
ら
に
行

え
ば
、『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
の
刊
行
・
印

刷
の
過
程
を
解
明
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

古
典
籍
の
整
理
は
時
折
、
こ
の
よ
う
な

調
査
を
伴
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
オ

ン
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
誌
事
項

の
裏
に
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
労
や
仮
説
が

潜
ん
で
い
る
の
で
す
。今
後
、利
用
に
よ
っ

て
さ
ら
な
る
調
査
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

7

7-1 当館本（無刊記版）7-2 国立公文書館所蔵本（寛永7年版）

注
1 この屏風は現在所在不明だが、中山

久四郎解説『至聖文宣王』（春秋会、
1934）に屏風に貼られた図版の写
真が収録されている。

2 無刊記版の版心には「聖蹟之圖」と
いう文言のみがあるが、寛永 7 年
版の版心には「聖蹟」という文言
と丁付を示す数字がある。

3 請求記号：三 -H-b-12。

4 請 求 記 号：121- コ -10。 竹 村 則 行
『『孔子聖蹟図』和版集成』（花書院、

2014.1）にマイクロフィルムから
複製された図版が収録されている。

5 請求記号：史 066-0001。

6 伊藤慎吾「文之玄昌と『聖蹟図』」（京
都大学文学部国語学国文学研究室
編『国語国文』72 巻 7 号、2003.7　
pp.17-31）

＜参考文献＞

加地伸行『孔子画伝　聖蹟図にみる
孔子流浪の生涯と教え』（集英社、
1991.3）【HB41-E32】

竹村則行『『孔子聖蹟図』和版集成』
（花書院、2014.1）【HB41-L114】

安国良一「近世初期、住友の出版と
『孔子聖蹟之図』」（『住友史料館報』
【Z3-2312】第 47 号、 2016.7）

永冨青地「江戸期における『聖蹟図』
の出版について」（『中国社会と文化』

【Z9-754】第 33 号、2018.7）
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国
際
交
換
と
い
う
の
は
何
を
ど
う
交
換
す

る
お
仕
事
な
ん
で
す
か
？

約
60
か
国
の
国
と
、
主
に
官
公
庁
が
刊
行

し
た
資
料
を
交
換
し

て
い
ま
す
。
国
立
国

会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）

創
立
時
か
ら
の
伝
統

的
な
業
務
で
す
。

海
外
の
交
換
相
手
先

の
機
関
か
ら
交
換
可

能
な
資
料
の
リ
ス
ト

（
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ

リ
ス
ト
）
が
送
ら
れ

て
く
る
の
で
、
そ
れ

を
館
内
に
回
覧
し
て
、

リ
ク
エ
ス
ト
を
取
り

ま
と
め
て
メ
ー
ル
で

相
手
先
の
機
関
に
返

す
の
が
一
つ
の
仕
事

で
す
。
交
換
相
手
先

か
ら
資
料
が
届
い
た

ら
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
所
蔵

資
料
と
す
る
た
め
の

作
業
を
行
い
ま
す
。

逆
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
官

公
庁
か
ら
入
手
し
て
交
換
相
手
先
に
提
供

可
能
な
資
料
の
リ
ス
ト
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
公
開
し
、
リ
ク
エ
ス
ト
の

あ
っ
た
資
料
を
交
換
相
手
先
に
送
り
ま

す
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
納
本
図
書
館
で
あ
る
た
め
、
資

料
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
多
い
の
で
す

が
、
外
部
へ
送
り
出
す
仕
事
は
あ
ま
り
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
資
料
に
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
言
え
る
貴
重
な
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

60
か
国
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
の
裏
側
ま

で
届
く
わ
け
で
す
よ
ね
。
あ
げ
る
も
の
と

も
ら
う
も
の
は
釣
り
合
う
ん
で
す
か
？

同
じ
く
ら
い
の
数
や
価
格
の
資
料
を
交
換

す
る
の
が
理
想
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国

に
よ
っ
て
物
価
や
出
版
事
情
が
異
な
り
、

現
実
に
は
と
て
も
困
難
な
た
め
、
厳
密
に

し
て
は
い
ま
せ
ん
。
交
換
で
し
か
手
に
入

ら
な
い
資
料
も
あ
る
の
で
、
交
換
を
続
け

る
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。

官
公
庁
が
刊
行
し
た
も
の
以
外
は
交
換
し

な
い
の
で
す
か
？

一
般
の
出
版
物
も
含

ま
れ
ま
す
。
こ
う
い

う
分
野
の
も
の
が
欲

し
い
と
伝
え
て
お
く

と
、
送
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら
も
、
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、

買
っ
て
送
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
な
っ
て
数
は

減
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

昔
に
比
べ
れ
ば
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
け

ど
、ま
だ
ま
だ
需
要
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

電
子
に
切
り
替
わ
っ
た
資
料
は
、
先
方
に

Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

冊
子
体
資
料
を
対
象
と
し
た
エ
ク
ス
チ
ェ

ン
ジ
リ
ス
ト
を
海
外
の
機
関
に
公
開
す
る

と
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
ど
ん
ど
ん
来
る
ん
で

す
。た
ま
に
交
換
先
の
担
当
者
に
聞
く
と
、

冊
子
体
の
需
要
は
ま
だ
ま
だ
あ
っ
て
、
調

査
す
る
に
は
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
方
が
よ
い

の
だ
け
ど
、
い
ろ
い
ろ
深
く
調
べ
る
、
研

大友 敏之　収集書誌部 外国資料課 国際交換係長
平成16（2004）年10月　入館　複写課 複写調整係
平成18（2006）年4月　複写課 館内複写係
平成19（2007）年10月　情報システム課 総括係
平成22（2010）年4月　情報システム課 運用係
平成24（2012）年4月　人事課 服務係長
平成28（2016）年4月　収集・書誌調整課 納本制度係長
平成29（2017）年4月　外国資料課 国際交換係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係

資料に「地球の裏側までいってらっしゃい」と言える仕事です

no.4
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究
す
る
に
は
紙
の
方
が
読
み
や
す
い
と
い

う
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

大
所
帯
の
係
で
す
が
交
換
以
外
の
業
務
も

あ
る
の
で
す
か
？

交
換
先
と
の
や
り
取
り
以
外
に
も
、
外
国

刊
行
資
料
の
寄
贈
の
受
付
や
、
図
書
館
の

所
蔵
資
料
に
す
る
た
め
の
受
入
作
業
も
担

当
し
て
い
ま
す
。
一
冊
一
冊
に
つ
い
て
、

タ
イ
ト
ル
な
ど
資
料
の
大
ま
か
な
情
報
を

シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
た
り
、
固
有
の
番
号

を
付
与
す
る
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

た
り
し
て
、
詳
細
な
整
理
を
行
う
書
誌
部

門
に
引
き
渡
し
て
い
ま
す
。
実
は
国
際
交

換
係
の
守
備
範
囲
は
か
な
り
広
く
、
多
種

多
様
な
ん
で
す
よ
。

見
た
こ
と
が
な
い
字
の
資
料
も
来
る
の
で

は
？

来
ま
す
ね
。
今
日
も
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

か
ら
資
料
が
届
き
ま
し
た
。
慣
れ
て
く
る

と
、
字
を
見
た
ら
何
語
か
は
な
ん
と
な
く

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
。
今
は
便
利

で
、
手
書
き
し
た
字
が
何
語
か
表
示
さ
れ

る
翻
訳
ソ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
。
定
型
的
な

も
の
、
た
と
え
ば
、
新
聞
や
雑
誌
で
よ
く

記
載
の
あ
る
「
〇
月
」
の
単
語
な
ど
は
、

い
ろ
い
ろ
な
言
語
の
表
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

以
前
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
だ
っ
た
そ
う

で
す
ね
。

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
5
年
間
、
旅
行
会

社
で
修
学
旅
行
担
当
の
営
業
と
添
乗
を
し

て
い
ま
し
た
。
担
当
地
区
の
学
校
に
日
々

営
業
に
行
っ
て
、
学
校
の
行
事
と
か
、
先

生
方
の
出
張
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

顔
を
売
っ
て
、
最
終
的
に
は
修
学
旅
行
の

獲
得
を
目
指
す
と
い
う
。
先
生
方
と
一
緒

に
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
公
務
員
と
は
か
な

り
違
う
世
界
で
す
。

辞
め
た
の
は
、
何
か
限
界
を
感
じ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
毎
日
忙
し
く
て
。
ひ
ど
い
時
に

は
1
日
中
働
い
て
、
深
夜
に
タ
ク
シ
ー
で

帰
っ
て
30
分
だ
け
仮
眠
を
と
っ
て
、
次
の

日
か
ら
3
日
間
修
学
旅
行
の
添
乗
員
を

や
っ
た
り
（
苦
笑
）。
こ
の
ま
ま
で
体
が

持
つ
か
な
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
な
ぜ
国
立
国
会
図
書
館
？ 

も
と
も
と
け
っ
こ
う
人
見
知
り
だ
っ
た
の

で
、
転
職
を
考
え
た
時
に
、
旅
行
会
社
み

た
い
に
常
に
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
く
、
腰
を
据
え
て
物
事
に
じ
っ

く
り
取
り
組
む
「
静
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
仕

事
を
し
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
イ

メ
ー
ジ
に
近
か
っ
た
の
が
、
近
所
の
公
共

図
書
館
。
司
書
の
勉
強
を
し
た
こ
と
も
な

か
っ
た
か
ら
無
理
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、

国
立
国
会
図
書
館
は
司
書
資
格
が
な
く
て

も
受
験
で
き
る
と
知
っ
て
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
転
職
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
？

全
然
「
静
」
で
は
な
か
っ
た
（
笑
）。
睡

眠
時
間
は
ち
ゃ
ん
と
と
れ
ま
し
た
が
、
ま

た
違
っ
た
忙
し
さ
で
し
た
。
入
っ
て
す
ぐ

複
写
課
で
し
た
し
。

か
な
り
「
動
」
で
す
よ
ね
、
特
に
複
写
の

カ
ウ
ン
タ
ー
対
応
は
。

著
作
権
の
範
囲
内
で
コ
ピ
ー
す
る
の
が
前

提
で
す
が
、
全
く
著
作
権
を
勉
強
し
た
こ

と
が
な
い
中
で
利
用
者
の
方
に
対
応
し

て
、
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
勉
強
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
著
作
権
検
定

を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
配
属
に
な
っ
た
の
は
情
報
シ
ス
テ

ム
課
で
す
が
、
シ
ス
テ
ム
に
お
強
い
の
で

す
か
？

い
や
、
ま
っ
た
く
（
笑
）。
館
内
の
メ
ー

ル
の
運
用
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
外
部

の
業
者
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
運
用
し

て
い
る
の
で
、
打
合
せ
を
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
専
門
用
語
が
バ
ン

バ
ン
出
て
き
て
。
知
っ
た
か
ぶ
り
で
何
か

大
事
が
起
き
た
ら
ま
ず
い
と
感
じ
た
の

で
、
恥
を
し
の
ん
で
な
ん
で
も
聞
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。

そ
の
次
は
人
事
課
服
務
係
で
す
ね
。

全
職
員
の
出
勤
状
況
と
か
、
育
休
と
か
、

把
握
す
る
仕
事
で
す
。
職
員
が
い
ろ
い
ろ

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
で
働
い
て
い

る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
日
々
感
じ
ま
し

た
。
甘
く
は
で
き
な
い
け
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
事
情
を
分
か
っ
た
上
で
対
応
し
な
い
と

い
け
な
い
な
、
と
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
導
入
間
近
の
時
期

だ
っ
た
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
携
わ

り
ま
し
た
。
今
多
く

の
職
員
が
こ
の
制
度

を
使
っ
て
い
て
、
良

か
っ
た
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

次
の
納
本
制
度
係
は

ど
う
で
し
た
か
。

手にはアゼルバイジャンからの資料。
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業
務
の
一
つ
に
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
収

集
実
証
実
験
事
業
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
外
部
の
出
版
社
の
方
々
に
お
話
を
伺

う
機
会
が
多
く
、
す
ご
く
率
直
な
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。
今
の
出
版
界
の
状
況
が
厳

し
く
て
、
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
て
、
い

か
に
自
分
が
図
書
館
側
の
視
点
し
か
な

か
っ
た
か
、
痛
感
し
ま
し
た
。

◆　
◆　
◆

育
休
を
取
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね

平
成
22
年
4
月
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
、

23
年
1
月
か
ら
4
月
ま
で
4
か
月
間
、
情

報
シ
ス
テ
ム
課
時
代
に
育
休
を
取
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
は
次
女
の
お
迎
え
の

た
め
、
育
児
時
間
と
し
て
１
時
間
早
帰
り

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
育
休
を
取
る

前
も
育
児
時
間
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
前

も
、
上
司
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
方

に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
男
性
の
方
で
育
休
を
取
る
方
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
よ
う
な
？

そ
う
で
す
ね
。
男
性
職
員
も
一
度
は
育
休

や
育
児
時
間
を
取
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま

し
た
。
仕
事
の
上
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
は
時
間
の
や
り
く

り
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、「
今
日
中
」
の
仕
事
が
降
っ

て
き
た
時
に
、
以
前
だ
っ
た
ら
20

時
、
21
時
ま
で
を
「
今
日
」
と
設

定
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
夕
方
に
退
庁
す
る
た
め
に
、
い

か
に
効
率
よ
く
仕
事
を
こ
な
す
か

に
頭
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ

と
は
、
帰
り
の
電
車
の
中
で
夕
飯

の
献
立
を
考
え
て
、
子
ど
も
を
迎

え
に
行
っ
て
、
家
に
帰
っ
た
ら
い

か
に
効
率
よ
く
夕
飯
を
作
る
か
。
油
断
す

る
と
子
ど
も
が
夕
飯
前
に
寝
て
し
ま
う
の

で
。
た
だ
、
育
休
も
育
児
時
間
も
、
実
際

に
は
周
囲
の
方
の
ご
協
力
あ
っ
て
こ
そ
な

の
で
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
休
み
の
日
の
過
ご
し
方
、
ス
ト
レ
ス
解

消
法
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

典
型
的
な
休
日
の
お
父
さ
ん
と
い
う
感
じ

で
す
（
笑
）。
時
々
ゴ
ル
フ
の
打
ち
っ
ぱ

な
し
に
行
っ
た
り
。
コ
ー
ス
は
3
、
4
か

月
に
1
回
く
ら
い
、
館
内
の
同
好
の
士
と

行
き
ま
す
。
旅
行
会
社
時
代
に
つ
き
あ
い

で
行
っ
た
と
き
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
す
ご
く
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

あ
と
は
子
ど
も
の
付
き
添
い
で
水
泳
と

か
、
体
操
教
室
と
か
。
た
だ
見
て
い
る
だ

け
な
ん
で
す
が
、
自
分
も
や
っ
て
い
る
よ

う
な
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

今
後
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
で
す
か
。

資
料
の
整
理
、
書
誌
作
成
を
ま
だ
経
験
し

て
い
な
い
の
で
、
一
度
は
そ
の
仕
事
を
し

て
み
た
い
で
す
。

今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
る
、
ど
う
あ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

曖
昧
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
電
子
書

籍
の
実
験
を
は
じ
め
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ

と
か
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
事
業
に
中
心
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。
自
分
と
し
て
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
大
き
い

木
で
、
ど
ん
ど
ん
枝
葉
を
外
に
伸
ば
し
て

い
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。

国
の
機
関
な
の
で
大
き
な
木
に
な
る
こ
と

は
必
要
だ
と
思
う
の
だ
け
ど
、
そ
の
木
に

で
き
る
実
、
事
業
を
一
つ
ず
つ
大
き
く
し

て
い
っ
て
熟
さ
せ
て
い
く
、
栄
養
を
注
い

で
い
く
作
業
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か

と
。

め
ま
ぐ
る
し
く
新
し
い
成
果
を
求
め
ら
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

正
直
、
職
員
も
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
全
体
像
を
と
ら

え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
今
、
手

を
付
け
て
い
る
も
の
を
じ
っ
く
り
充
実
さ

せ
て
、
職
員
が
深
め
て
い
く
時
期
が
必
要

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
つ
ひ

と
つ
の
実
を
大
き
く
す
る
一
員
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

上から、

・言語ごとの月の名前の表を手に。

・郵袋。重いものを送るときに使います。

・作業スペースにて（26ページの写真も）。
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皆
さ
ま
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
英
語
の
刊
行
物
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
　
近
年
、
当
館

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、Tw

itter(@
N

D
LJP_en)

な
ど
に

よ
る
英
語
で
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
原
稿
を
基
に
英
文
を
作
成
す
る
作
業
は
、
基
本

的
に
そ
の
業
務
を
所
掌
す
る
各
部
署
が
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
執
筆
者
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
の
英
文
を

校
正
・
校
閲
す
る
の
が
、「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
」
と

呼
ば
れ
る
作
業
で
す
。

　
現
在
は
、
翻
訳
に
つ
い
て
の
専
門
性
を
兼
ね
備
え
た
英

語
を
母
語
と
す
る
二
名
の
非
常
勤
調
査
員
が
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
チ
ェ
ッ
カ
ー
と
し
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
囲
碁

と
音
楽
を
こ
よ
な
く
愛
す
ア
メ
リ
カ
出
身
Ｖ
調
査
員
と
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
暑
が
り
で
料
理
上
手
な
カ
ナ
ダ
出
身
Ｓ
調
査

員
で
す
。
私
た
ち
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
協
力
係

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
カ
ー
と
各
部
署
と
の
橋
渡
し
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発
信
す
る

最
新
情
報
の
ほ
か
、
刊
行
物
の
英
文
目
次
（
こ
の
月
報
の

裏
表
紙
を
め
く
っ
て
く
だ
さ
い
！
）、
国
際
会
議
で
の
発

表
原
稿
、
新
た
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
手
引
き
、
海
外

の
図
書
館
へ
の
レ
タ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
の
現
場
で
は
、
英
文
を
通
じ
て
、
国
立

国
会
図
書
館
の
最
新
の
動
き
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
協
力
係
が
所
掌
す
る
当
館
の
英
文
広
報
誌

N
D

L N
ew

sletter ※

で
は
、
こ
の
月
報
に
掲
載
さ
れ
た
選

り
す
ぐ
り
の
記
事
を
英
語
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
ち
ら
の
英
文
も
、
公
開
前
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
を

経
て
い
ま
す
。

　
異
な
る
言
語
を
用
い
て
物
事
を
伝
え
る
中
で
苦
労
す

る
点
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
語
特
有
の

曖
昧
な
表
現
は
、
英
語
に
そ
の
ま
ま
訳
し
て
も
意
味
が

通
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

「
和
歌
」 

の
よ
う
な
名
詞
に
ロ
ー
マ
字
読
み
を
充
て
る
か

（W
aka

）、
意
味
の
近
い
訳
語
（Japanese poem

）
を

用
い
る
か
も
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
語
を
解
さ
な
い
読

み
手
に
も
、
書
き
手
の
意
図
が
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
、
情

報
の
順
序
を
組
み
替
え
た
り
、
意
訳
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
時
に
、
日
本
語
原
文
に
忠
実
で
あ
る
こ

と
と
、
英
語
と
し
て
自
然
な
表
現
と
の
板
挟
み
と
な
り
な

が
ら
も
、世
界
中
の
皆
さ
ま
に
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
、

そ
し
て
所
蔵
資
料
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
縦
の
も
の
を
横
に
し
た
そ
の
先
に
、
生
き
た
英
語
の
躍

動
を
与
え
て
く
れ
る
―
そ
れ
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
で

す
。 

（
支
部
図
書
館
・
協
力
課
　
は
と
ジ
ェ
ン
ヌ
）

「縦から横へ」のその先に 

※https://www.ndl.go.jp/en/publication/ndl_newsletter/index.html
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利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

　

国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
す

る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
か
ら
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
分
析
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.htm

l

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>
国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て

　

>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

　

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。通
年
で
実
施
し
ま
す
。

・
実
施
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～
３
月
31
日
（
水
）

各
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
実
施
期
間　

コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

実
施
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
及
び
各
コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ

ス
の
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

総
務
部 

企
画
課 

評
価
係

　

電
子
メ
ー
ル　

hyoka@
ndl.go.jp

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
２
９
号

　

小 

特
集
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」<

緒
言>

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
現
状
と
対
策

　

米 

国
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
処
理
の
概
況
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

規
制
の
現
状

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
出
入
を
め
ぐ
る
状
況

　

明 

治
憲
法
下
の
「
憲
法
争
議
」
と
「
法
令
審
査
権
」
を
め
ぐ

る
議
論
―
違
憲
審
査
制
に
よ
る
憲
法
保
障
へ
―

　

諸
外
国
の
事
例
に
見
る
付
加
価
値
税
の
減
税
等

　

最 

低
賃
金
引
上
げ
方
法
の
多
様
性
―
米
国
の
最
近
の
動
向
か

ら
―

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
　
３
４
３
号

　

映 

画
評
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館　

エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ

ス
』

　

早 

稲
田
大
学
・
慶
應
義
塾
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
図

書
館
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

日 

本
の
図
書
館
と
先
住
民
族
：
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
２
０
１
９
年
ア
テ

ネ
大
会
先
住
民
分
科
会
で
ア
イ
ヌ
民
族
を
取
り
上
げ
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
織
し
て　

　

第 

25
回
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）
京
都
大
会

２
０
１
９

　

Ｅ 

Ｕ
新
著
作
権
指
令
に
み
る
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
「
図
書
館
」

像 

―
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
供
給
源
と
し
て
の
図
書

館

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

Rights Statem
ents

と
日
本
に
お
け
る
権
利
表
記
の
動
向

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4　154頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4　24頁　季刊　400円（税別）　
発売　日本図書館協会

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.html
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